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新潟県立国際情報高等学校

雪国＊米どころ＊魚沼の世界発信を通じた人材育成
～浦佐から世界へ～

国際文化科，情報科学科を設置する専門高校としての教育を土台に，雪国で米どころでもある地元魚沼の魅力
を世界に発信しながら，スーパーグローバル大学の国際大学・明治大学との連携を通じて，地域が抱える課題，
さらには関連する世界の地域課題について，グローバルな視点から考察・提案できる人材の育成を目指す。
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国際文化科 2012/6/12

必 修 選 択 必 修 選 択 必 修 選 択 必 修 選 択

国 語 総 合 4 5 体 育 7～8 3 2 2
現 代 文 B 4 3 3 保 健 2 1 1
古 典 B 4 3 4 音 楽 Ⅰ 2 ○（2）
世 界 史 Ｂ 4 4 美 術 Ⅰ 2 ○（2）
日 本 史 Ｂ 4 ◎(4) 書 道 Ⅰ 2 ○（2）
地 理 Ｂ 4 ◎(4) 家 庭 家 庭 基 礎 2 1 1
世 界 史 特 論 ＊ ◇（4） 情 報 社 会 と 情 報 2 1 1

日 本 史 特 論 ＊ ◇（4） 25 72/63
地 理 特 論 ＊ ◇（4） 総 合 英 語 5 4 4

公 民 現 代 社 会 2 2 2 異 文 化 理 解 ★(2)
数 学 Ⅰ 3 3 英 語 表 現 A ＊ 2
数 学 Ⅱ 4 1 4 英 語 表 現 B ＊ 2 2
数 学 Ａ 2 2 上 級 英 語 ＊ 2
数 学 Ｂ 2 2 国 際 理 解 ＊ ▲(4)
数 学 総 合 ＊ ☆(5) 国 際 地 域 文 化 研 究 ＊ ▲(4)
科 学 と 人 間 生 活 2 1 ｽ ｰ ﾊ ﾟ ｰ ｸ ﾞ ﾛ ｰ ﾊ ﾞ ﾙ 国 際 ＊ 2 1
化 学 基 礎 2 2 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞⅠ(国際)＊ ★(2)
生 物 基 礎 2 2 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞⅡ(国際)＊ ☆(9)

総 合 理 科 Ⅰ ＊ 1 9 30/39

総 合 理 科 Ⅱ ＊ ☆(4) 1 3

1 3

36 108

総合的な学習の時間

合計

共
通
教
科
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はじめに

本校では，「雪国＊米どころ＊魚沼の世界発信を
通じた人材育成〜浦佐から世界へ〜」という構想の
もと，スーパーグローバル大学である国際大学及び
明治大学との連携を通じて，ふるさとへの愛着と誇
りを胸に，自然や物産を含む地域の魅力を世界に発
信しながら，地元自治体，企業等の課題，特に米及
び観光産業に関わる課題等について，グローバルな
視点から提案できるたくましい人材の育成に取り組
んでいる。さらに本事業を通じて，論理的，分析的，
創造的思考力及び英語発信力を育成し，生徒一人一
人が自身のキャリアパスを構築し，世界の地域課題
に取り組む，国際舞台で活躍できる人材の育成を目
指している。1 年生の前期に行う国際情報クリティ
カルシンキングプログラム（ＫＪ－ＣＴ）で批判的
思考やプレゼンテーション能力等の技能を習得する。
1 年生の後期に行う魚沼学①では，専門家による講
義を受けた後，グループに分かれて魚沼の現状及び
課題を探究する。1 年生の 3 月に実施する海外研修
では魚沼学①の成果を英語プレゼンテーションにま
とめ，現地の高校生や大学生に発表する。2 年生で
は魚沼地域の課題についてより深く探究し，地域課
題の解決策を考える魚沼学②を行う。最終的には，
魚沼の地域課題に関連する世界の地域課題について
考察し，英語論文にまとめる。

成果

これまでＳＧＨ活動の評価としてルーブリックを
用いて，生徒の「批判的・論理的思考力」，「協働
力」，「創造力」の 3 観点を評価してきた。しかし，
評価者により生徒のどの行動を重視するかで，ブレ
が生じることがある。評価軸の客観性が保証されな
ければ正しい評価を行うことはできない。そこで，
生徒の活動全体をより客観的に評価するため，ポー
トフォリオを電子データにして蓄積していく手法を
進めるとともに生徒の内面変化を測る 1 つの手法と
してポートフォリオの記述を「テキストマイニン
グ」という手法で分析した。平成 29 年度の結果か
ら「多様な人々との協働と対話」による変化である
という仮説が成立した。平成 30 年度は，前述の仮
説を検証するために 1 学年の東京研修について分析
を試みた（図 1）。その結果，昨年度同様「できる」

や「思う」「考える」など，自らが行動する言葉が
多く記述されていることが分かった。また，自らの
キャリアについて学んだことについての自由記述で
は，「知る」「思う」など生徒自らが主体となるよう
な言葉が見られた。今回のテキストマイニングの分
析から，主体性が大いに育まれているという結果が
得られた。この「主体性」という資質は，グローバ
ル人材にとって必要不可欠な資質であり，これを育
てる，育つことはＳＧＨ活動が貢献している 1 つの
メルクマールとなるものと考える。
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と，スーパーグローバル大学である国際大学及び明
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【図１：テキストマイニングによる分析】 

■おわりに 

ＳＧＨ活動で育む力，いわゆる論理的，分析的，創

造的思考力は，新しい学習指導要領が目指す，「資

質・能力」の３つの柱の一つである「知っているこ

と・できることをどう使うか」に直結するものであ

る。新潟県においては，唯一の SGH指定校として，

新潟県教育委員会の指導のもと，県内 SSH指定校５

校及び SPH指定校２校との相互交流を進める中でグ

ローバル人材育成の中心を担ってきた。本校におけ

る SGH指定事業は今年度で終了するが，これまで構

築してきた外部機関との連携及び校内体制を継続し

ていくことが課題である。本校創立以来の「不易」

の部分と時代の変化に応じて変えていく「流行」と

すべき部分をしっかり見極めるとともに，本校が今

まで重視してきた知識・技能の指導に加えて，これ

らを身につけさせる指導を一層推進する。 
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